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ロータリー財団月間

[本日の例会] 新会員卓話　伊藤一成会員

[次回予定] 12/5（火）会長の日　雑誌の日

会長挨拶会長挨拶 米山記念奨学会感謝状贈呈
第 12 回米山功労者  井田 泉 君
米山記念奨学会感謝状贈呈
第 12 回米山功労者  井田 泉 君

■卓話　龍廣寺　住職　喜美候部正令様

・・・例会報告／１１月１４日（火）・・・

■出席報告
　(11月14日)

53.33％

会 員 総 数 30名
出席計算会員数 30名
当 日 出 席 者 16名
会 場 出 席 率

■食事状況 (11月14日) 食 事 数 25食
無連絡欠席者 0名
食 事 余 り 2食

※食事のムダをなくすために、
　出欠・食事有無の連絡に
　ご協力お願い致します（SAA）

＜ご来訪者＞
龍廣寺　住職　喜美候部正令様（高崎南ＲＣ）

■米山記念奨学会寄付
水上 勝之 君

（ポリオ）
水上 勝之 君　　森本 淳 君

■ロータリー財団寄付
（年次）
水上 勝之 君　　森本 淳 君

■ニコニコＢＯＸ(11月14日)

１１月３日　５０回目の結婚記念日でした。
喜美候部さん、卓話を宜しくお願いします

森本　　淳 君

１１月４日　結婚記念日でした。
本日卓話よろしくお願いします。
同級生の喜美候部君

大嶋　秀男 君

結婚記念日橋爪　良真 君

喜美候部さん、今日はよろしくお願いします。
若い頃、お寺の近くに住んでいました。入り口の
釣具屋さんはまだあるのでしょうか？

多胡　友弘 君

喜美候部様、本日は卓話よろしくお願い致します松澤　達也 君
喜美候部正令様、本日はありがとうございます淡島　信二 君

喜美候部さん、本日は宜しくお願い致します竹内　 暠 君
喜美候部さん、卓話ありがとうございます乾　　宏行 君

　本日は卓話をさせて頂きます。よろしくお願い致します
喜美候部正令 様
高崎南ＲＣ

69.62％

本日の合計金額  20.13ドル
累　計　金　額 3133.06ドル
年　度　目　標 4500.00ドル

61.64％

13.43ドル
年次寄付 ポリオ寄付

554.74ドル
900.00ドル

81.03％

1,000円
316,000円
390,000円

ロータリー財団
米山記念奨学会

達成率（30名）

喜美候部様ご紹介
飯嶋 藤平 君

卓話　龍廣寺  住職　喜美候部 正令 様

会長 / 松澤　達也　　幹事 / 淡島　信二　　クラブ会報委員長 / 竹内　 暠
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■卓話「 龍廣寺と髙﨑 」　龍廣寺  住職  喜美候部正令様（高崎南ＲＣ）

　徳川四天王（酒井、本多、榊原、井伊）の一人で、髙﨑城初代城主の井伊直政と、私が住職をしている龍
廣寺の関係についてお話をさせていただきます。

　当初、箕輪城主だった直政は、徳川家康の命に従い箕輪城を廃城にして、今のこの高崎の地に新たな
城を築くことになりました。慶長３年 (1598) のことで豊臣秀吉が没した年でもあり、時代が大きく変
化し始めたときです。

　当時この地は「和田」という地名（今でも和田町、下和田町等の町名で残っています）でしたが、全く新
たな城を築くということで、地名も新たなものにすることになりました。直政は鷹を放ち、その鷹が松
にとまったことから、「鷹ヶ崎」がいいか、「松ヶ崎」がいいかと悩み、箕輪の龍門寺から連れてきた白庵
秀関和尚に意見を求めました。白庵和尚は「鷹も松も生き物である。生き物はいつか必ず滅する時が来
る。ならば常に高くあるという成功高大の義をとって、髙﨑は如何か」と答えました。直政大いに喜び、
高崎の地名が決まったと言われています。

　このような話は脚色されることが多く、真偽のほどはわかりませんが、直政が創建（開基）し、白庵秀
関和尚が初代住職となった当龍廣寺の山号は「髙﨑山」です。高崎には数多くの寺がありますが、髙﨑山
を名乗っているのは龍廣寺だけです。このことから地名に関係していることは確かなようです。慶長３
年 (1598) 創建、今年が 425 年目、高崎も誕生して 425 年目ということになります。山門にある山号額
が今でも高崎を見つめています。

　その後、直政は慶長５年 (1600)、髙﨑城主として関ケ原の合戦に出陣、その功績により敵方大将、石
田三成の居城佐和山城（滋賀県彦根市）に移ります。髙﨑城主としてはわずか２年余り、しかし、現在の
町割りの基礎を作ったと言われております。もし数十年いたら高崎はどうなっていたのだろう。自ずと
想像が掻き立てられます。


